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ス ケ ジ ュ ー ル
1215 日
13 :00 -13 :20 あ い さ つ (20 分 )
13:20・ 14:30 森 林 変 化 と そ の 原 因 ( 各 サ イ ト 10 分 + ク ロ ス サ イ ト 3 0 分 )
14:30・ 14:40 休 憩
14 :40・ 15:50 森 林 変 化 が 生 物 多 様 性 や そ の 機 能 に ど ん な 影 響 を 与 え た の か
( 各 サ イ ト 10 分 + ク ロ ス サ イ ト な ど 3 0 分 )
16:00-17: 10 森 林 の 多 様 性 と 利 用 の 変 化 ( 各 サ イ ト 10 分 + ク ロ ス サ イ ト な ど 3 0 分 )
17:10・ 17:30 全 体 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン
17:30-19:00 休 憩 ( 入 浴 ) 等
19・ 0 0・ 21:00 親 睦 会 ( 全 体 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン )
1216 日
8:30・ 10:00 屋 久 島 で の 研 究
10:00-10:20 休 憩
10:20-11 :50 
阿 武 隈 で の 研 究
1 :50・ 12:50 昼 食
12:50-14:20 
ラ ン ビ ル で 、 の 研 究
14:20-15:50 
キ ナ パ ル で 、 の 研 究
15:50-16:10 休 憩
16: 10-17 :40  経 済 ・ モ デ 、 ル
17:40-19:00 休 憩 等
19:00-21 :00 食 事 ( 全 体 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン )
1217 日
8:30-10-00 全 体 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン
10:00-10:20 休 憩
10:20-11 :00 全 体 の ビ ジ ネ ス ミ ー テ ィ ン グ
11:00-12:00 コ ア メ ン バ ー に よ る ミ ー テ イ ン グ
屋久il6Epl-
屋久島の民俗植物学
要旨・業績集 (班別筆頭者五十音j勝。
相場慎一郎・湯本貴和
屋久島における森林変化が生物種多様性および生態系機能に与えた影響
揚妻直樹
屋久島照葉樹林に生息するヤクシカの遊動域構造
揚妻直樹・揚妻一柳原芳美・日野貴文
暖温帯に生育する絞め殺しイチジクの結実フェノロジー
大谷達也
屋久島島肉6箇所に殴置した防鹿柵内外での林床シダ植生と実生の発芽・定着
辻野亮
サルの貧に含まれるヤマモモの種子の遺伝的多様性
寺川虞理・井鷺裕司・松井淳・湯本貴和
「果実食鳥の渡りより早く結実する種に種子散布上の利益はあるのか?J
半谷吾郎
E久島における蘇林管理放棄と関与主体の構成:今後の計画
森野真理
N武庚星空 p13-
蒜林構造の変化が生物多様性にもたらす影響 一樹木個体群と全生物を対象とした解析ー
井鷺裕司
蘇林の分断化・人2嶋乱カ湘木の送紛に与える影響ーイタヤカエデの送紛様式ー
菊地賢・柴田銃江・吉丸博志
落葉広葉樹林保残帯と周辺人工林の鳥類の種多様性
東僚一史
小川学術参考林とその周辺の草本種多様性一老齢林の林冠の動きにどういう種が反応する
か?ー
長池車男・田中 浩・新山 馨 ・柴田銃江・五十嵐哲也・武生雅明
阿武隈山地南部での蘇林変化とその要因
1 
新 山 馨 ・ 宮 本 麻 子 ・ 佐 野 真 琴
阿 武 隈 山 地 南 郡 で の 森 林 利 用 の 変 化
新 山 馨 ・ 宮 本 麻 子 ・ 佐 野 真 琴
輪 伐 に よ っ て 維 持 さ れ る 捕 食 寄 生 蜂 の 多 様 性
前 藤 薫 ・ 北 畠 駿
轟 林 の 人 為 的 改 変 が 昆 虫 の 生 態 系 機 能 に 与 え る 変 化
牧 野 俊 一 ・ 井 上 大 成 ・ 岡 部 貴 美 子 ・ 後 藤 秀 章 ・ 漬 口 京 子 ・
末 吉 昌 宏 ・ 長 谷 川 元 洋 ・ 田 中 浩 ・ 大 河 内 勇
ブ ナ 類 豊 作 が も た ら す ネ ズ ミ 類 の 冬 期 の 種 子 捕 食 量 の 年 次 変 化
安 田 雅 俊 ， 奥 村 み ほ 子 ， 柴 田 銃 江 ， 福 井 晶 子 ， 中 村 徹
ア . ン ど ツ ム 度 p22--
フ タ パ ガ キ 稚 樹 の 多 様 性 と 共 存 機 構
饗 庭 正 寛 ・ 中 静 透
ラ ン ピ ル 国 立 公 園 お よ び 周 辺 二 次 林 の 鳥 類 相 と 、 イ パ ン の 村 人 に よ る 鳥 の 民 俗 学 的 な 毘 臓
相 原 由 美
D  i  fference i  n  d  i  vers i  ty and c佃 1 ) O S i  t  i  on of butterf I  y  spec i  es 細 胞 ng forests of d  i  fferent 
stand age: report of my research activities in Lambir in 2 ∞5  
ITIOKA，  Takao 
サ ラ ワ ク ・ イ パ ン に み ら れ る 自 然 資 源 利 用 に つ い て の 制 度
市 川 昌 広
サ ラ ワ ク 州 パ ラ ム 川 中 流 域 に お け る ロ ー カ ル マ ー ケ ッ ト か ら み た 森 林 資 源 利 用
加 賀 道
サ ラ ワ ク 内 陸 部 の 狩 猟 民 シ ハ ン に よ る 野 生 動 植 物 利 用
加 藤 裕 美
土 地 利 用 別 の 沈 香 木 分 布
金 沢 謙 太 郎
フ タ パ ガ キ 科 S h orea属 の 分 子 集 団 遺 伝 学 的 研 究
上 谷 浩 一 ・ 市 栄 智 明
環 境 変 動 下 で の I elastantl 11/8 1  aba劫 'riCUI し の 繁 殖 投 資 と 繁 殖 器 官 の 脱 落
111 
鴨井環
サトイモ科 1lan81，繍蜘propinquaの送粉システムに関わる花香の化学鮒宣と生態的機能の解
明
熊野有子
ボルネオのプナン・ブナルイの民族植物学:狩猟採集民の知る有用野生植物
小泉都
マレーシアのフタパガキ林に生育する広葉樹の葉の肉卸構造と生活型
田中憲蔵・市栄智明・渡辺陽子・広見徹
熱帯雨林の林冠部・樹上郡におけるアリ類群集の分布様式
田中洋・市岡孝朗・山根正気
東南アジア熱帯におけるチョウ類の警告色、援態に闘する生態学的研究
土屋泰三
マレーシア・サラワク州における森林利用が小型輔乳類群集に与える影響
中川弥智子・中静透・箕口秀夫
東南アジア鶴帯雨林におけるアリ・半麹目毘虫・植物に関する研究
半田千尋
サラワク州の、JstainableForest Manag棚 nt"への政策転換とその社会的政治的背景
藤田渡
東南アジア熱帯におけるオオパギ(J/acar8J胴)属植物の植食者に関する研究
松本大吾
Under 帆atconditions can biodiversity resource use be sustainable? A theory and an 
eX8s1) I e i n Borneo 
Kuniyasu MOMOSE 
Patterns of pI ant-animaI interactions and plant diversity in relation with spatial 
distrib凶ion of I and use around凶由irHills National Park 
Kuniyasu MOMOSE， Michi陥GA，Miyako KOIZUMI， Hiroshi TANAKA， Keiko KISHIMOTO， 
Takashi MATSUMOTO， Takao ITIOKA， Michiko NAKAGAWA， Mitsunori YOSHIMURA， 
Masahiro ICHIKAWA， Lucy CHONG， and Tohru NAKASHIZUKA 
意林管理方法の遣し清酒類群集の構造におよぽす影響
山下聡・中静透
IV 
キ ナ パ ン 'V6E p 4 6 ' "  
Portable Lidar Sy et卿 に よ る 森 林 物 理 構 造 測 定 の 有 効 性
阿 久 津 公 祐 ・ 戸 田 正 憲
樹 種 依 存 的 な 土 壇 微 生 物 群 集 の 酵 素 活 性 と 基 質 利 用 パ タ ー ン
潮 雅 之 ・ 北 山 兼 弘
マ レ ー シ ア 、 キ ナ パ ル 山 に お け る 陸 生 大 型 貧 毛 頭 の 生 活 史 及 び 糞 塊 生 産
川 口 達 也 ・ R . J .  81akemore ・ 伊 藤 雅 道 ・ 和 穎 朗 太 ・ 北 山 兼 弘
キ ャ ベ ツ と 木 材 : マ レ ー シ ア サ パ 州 に お け る 轟 林 利 用 の 変 遷 と そ の 要 因 、 特 に 山 岳 と 低 地 の 比
較
北 山 兼 弘
勲 帯 林 の 多 様 性 と そ の 利 用 の 変 化
清 野 達 之 ・ 武 生 雅 明 ・ 相 場 慎 一 郎 ・ 北 山 兼 弘
大 型 果 実 IAJrio 属 の 種 子 散 布 と 大 型 果 実 食 動 物
伐 採 に よ る 大 型 果 実 食 動 物 の 喪 失 ・ 減 少 が 森 林 の 更 新 過 程 に 与 え る 影 響 に つ い て
中 島 啓 裕 ・ 北 山 兼 弘
異 な る 土 地 利 用 形 態 で の 自 然 生 態 系 の 経 済 静 価
長 谷 川 弘
轟 林 変 化 が 生 物 多 様 性 や そ の 機 能 に ど ん な 影 響 を 与 え た の か
松 林 尚 志 ・ 伊 藤 雅 道 ・ 長 谷 川 元 洋 ・ 阿 久 津 公 祐 ・ 清 野 達 之 ・ 北 山 兼 弘
産 1R p 6 2 ' "  
Trade Ba n  and the B  1  ack 蜘 rket: A  伽 lS i  derat i  on of the 1  ncent i  ves for 11 ega 1  Procilct i  on
大 沼 あ ゆ み
Non-p ecuniary Value of Emp lo~鴨川 and Natura 1  Resource Ext  i  nct i  on
Y.  Hossein Farzin，  Ken-Ichi Akao 
義 務 質 的 4 ' "
道 fJp 長-， a p75'" 
『 轟 林 の 資 源 化 と そ の “ 多 様 性 " に つ い て J - 屋 久 町 : 中 間 集 落 の 事 例 か ら ~
平 野 悠 一 郎 (屋 久 島 班 )
V  
